
22 - 12
10 - 21
19 - 13

Ｃ 23 - 19
Ｍ コート

　

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 0 0 1 3 4 2 2 3 1 0 1 4 1 0 0
7 * 1 2 1 5 3 6 3 1 4 5 3 1 3 0
9 * 0 4 9 16 5 8 5 1 10 11 0 1 0 0
13 * 0 0 1 4 1 2 1 1 6 7 0 0 0 0
18 0 0 0 2 4 0 0 2 6 3 9 1 0 0 0
19 * 0 0 0 1 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
20 * 2 5 6 13 7 10 4 1 3 4 5 0 0 0
30 0 0 0 1 2 1 2 0 1 2 3 3 1 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 12 23 49 19 30 19 12 30 42 16 4 4 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 0 0 0 4 8 0 0 3 0 0 0 1 0 4 0
6 * 2 5 4 13 7 9 2 1 0 1 0 1 1 0
8 * 0 4 2 6 2 2 2 2 5 7 1 0 2 1
9 * 1 5 4 10 7 7 4 2 4 6 2 0 1 0
22 0 0 1 0 2 0 0 2 0 0 0 0 1 0 0
23 * 1 6 1 5 0 0 4 4 6 10 3 2 2 0
32 * 1 4 1 2 0 0 5 1 4 5 2 0 1 0
89 0 0 1 1 1 0 0 4 5 3 8 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 26 17 47 16 18 26 15 22 37 9 4 11 1

RATE 19.2% 36.2% 88.9%

Team / Coach: 伊藤　淳 -
合　　　計 65 200

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

松田 侑也 2 26
0 - -

龍 季弥 5 32
高田 竜豪 5 21

諏訪 裕亮 18 32
辻 直弥 0 5

清水 雄太 21 38
松浦 慎哉 6 26

ST BS MIN

垣崎 真吾 8 20

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

流通科学大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 74 200
RATE 25.0% 46.9% 63.3%

0 - -
Team / Coach: 比嘉　靖

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

岸田 篤生 25 28
藤本 巧太 3 16

池田 楓 4 21
生越 陸也 0 15

内藤 健太 23 30
伴 駿毅 3 29

MIN

草川 涼輔 8 24
山田 友哉 8 37

Ｆ REBOUND TO AS ST BS

記録 関西学生バスケットボール連盟

大阪体育大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ

戦評
【総括】
昨年の関西選手権と全く同じのカードとなった準々決勝。昨年は大阪体育大学に軍配が上がったが、今年はどち
らが準決勝に駒を進めるのか。終始、両チーム共お互いのポジション取りが激しく、笛がよく聞こえるゲーム展開と
なった。第1ピリオドは大体大の安定感のあるオフェンスを流通科学大学が対応しきれない形となったが、第2ピリオ
ドは真逆の展開となり、流科大の爆発力を見せつけられる展開となった。後半からは、大体大がリードを保ち続け、
流科大を寄せ付けない展開のまま試合が終わった。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、試合最初の得点は大体大#20岸田の3Pシュートから始まる。約二分間、得点に動きが見えないなか、
流科大#6清水の速攻によるオフェンスでバスケットカウントを取得し、均衡を破る。大体大は堅実なオフェンス、ディ
フェンスで確実に得点を重ねていき、徐々に点差を広げていく。。大体大のディフェンスから活路を見つけたい流
科大だが、攻めあぐねる状況が続く。22-12大体大10点リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオド、得点が止まっているなか、流科大#32高田の3Pシュートでオフェンスに勢いをつけていく。試合の五
分間がたとうとしている頃には、二点差まで点差を縮め、流科大の持ち味である爆発的なオフェンス力が垣間見え
る展開となる。第1ピリオドとは真逆の展開になり焦りを隠せきれない大体大に対し時間がたつにつれ選手たちのキ
レが増していく流科大。大体大#20岸田の闘志溢れるディフェンスでチャージングを奪い、流れに乗りたい大体大。
しかし、流科大#8松浦のフリースローでついに逆転する。32-33流科大リードで前半を折り返す。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、大体大#9内藤のバスケットカウントによって再度リードを奪う。大体大の展開の早いオフェンスになか
なか対応しきれない流科大はファウルが重なっていくと共に、大体大にフリースローを与えてしまう。ディフェンスを
修正しきれない流科大は、開始4分でチームファウルを5個まで重ねてしまう。両チームのプレイが熱くなっていく
中、流科大#32高田のドライブからのレイアップを大体大#19生越の体を張って止めたディフェンスはダブルファウル
という珍しいジャッジとなった。お互いにファウルが重なり白熱した展開となる。51-46大体大がリードを取り戻し試合
の主導権を得る。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、ピリオド開始から両チーム点の入らない状況が続く。流科大#2垣崎の華麗なスティールで二本の速
攻を獲得した流科大はこれで流れを一気に持っていきたいところ。流科大#6清水の3Pシュートによって逆転に成功
した流科大だが、その直後のプレイで#20岸田のバスケットカウントによりまたしてもリードを奪われる。点差が縮ま
り、緊張感が高まってきた試合だが大体大の安定感のあるオフェンスが徐々に点差を広げていく。厳しい展開の
中、流科大#23龍が流れを変えるべく執念の3Pシュートをおさめる。だが状況はチームファウルの溜まっている流科
大がやや不利と言えるだろう。ファウルを出来ない流科大はディフェンスが難しく、簡単に点をとられてしまう。最終
的には9点差まで広がり、そのまま流科大はリズムをつかめない状況がつづき、大体大リードの展開のまま74-65で
試合終了。

主審 川路　宗助 副審 細見　竜太 戦評 中村 泰斗(関西学連)

流通科学大学開始時間 11:50
会　　場 東淀川体育館
コ ー ト
試合ＮＯ 54

平成29年度関西学生バスケットボール選手権大会

男子 順位決定戦 勝チーム

74 65

敗チーム

試 合 日 2017.05.03
大阪体育大学


